
ズ
ム
史
学
の
枠
組
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
パ
ウ
エ
ル
編
『
中
世
研
究
一
入

門
1
』
は
、
そ
れ
ら
と
は
や
や
異
な
っ
た
ア
メ
リ

カ
ン
・
ス
タ
イ
ル
と
も
い
う
べ
き
形
式
・
内
容
の

入
門
書
で
あ
る
。
本
書
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
生
及

び
若
手
の
研
究
者
の
た
め
に
編
ま
れ
た
も
の
ら
し

い
が
、
英
米
の
専
門
家
一
〇
人
に
よ
る
各
分
野
の

コ
ン
パ
ク
ト
な
磁
針
は
、
我
国
の
西
洋
中
世
史
研

究
者
に
と
っ
て
も
参
考
と
な
る
点
が
多
い
と
思
わ

れ
る
。

　
本
書
の
章
別
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
一
　
ラ

テ
ン
古
文
字
学
、
一
一
古
文
書
学
、
三
　
古
銭
学
、

四
　
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
五
　
中
世
社
会
の

統
計
的
文
書
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
分
析
、
六

中
世
年
代
学
一
理
論
と
実
際
1
、
七
　
中
世

英
文
学
、
八
中
世
ラ
テ
ン
哲
学
、
九
中
世
美

術
の
伝
統
と
革
新
、
　
一
〇
　
中
世
音
楽
展
望
。

　
第
一
、
二
章
で
は
古
文
書
学
の
手
引
き
と
し
て

書
体
、
文
書
の
形
式
な
ど
の
説
明
が
な
さ
れ
、
中

世
記
述
史
料
を
読
む
た
め
の
基
礎
知
識
が
与
え
ら

れ
る
。
第
三
章
で
は
、
史
料
と
し
て
の
貨
幣
の
存

在
形
態
、
ま
た
貨
幣
に
つ
い
て
ふ
れ
た
記
述
史
料

の
説
明
が
あ
っ
た
の
ち
、
古
銭
学
の
課
題
と
方
法

が
、
貨
幣
の
鋳
造
年
代
・
場
所
、
重
量
、
品
位
、

鋳
造
数
、
流
通
な
ど
の
面
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

章
末
で
は
歴
史
学
の
補
助
科
学
と
し
て
の
古
銭
学

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
続
く
二
つ
の
章
は
近
年

の
研
究
動
向
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
、
第
四
章
で
は

プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
研
究
、
系
図
学
に
つ
い
て
、
用

い
う
る
史
料
と
そ
の
処
理
方
法
、
ま
た
プ
ロ
ソ
ポ

グ
ラ
フ
研
究
の
も
つ
意
義
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
五
章
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
い
わ
ゆ
る
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
に
関
す
る
簡
単
な
説
明
の
の
ち
、
対
象

に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
の
当
否
判
定
の
基
準

が
示
さ
れ
、
最
後
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
騒
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
と
デ
ー
タ
処
理
結
果
に
つ
い
て
も
極
め
て

簡
単
な
案
内
が
あ
る
。
第
六
章
は
年
代
決
定
の
基

準
と
な
る
い
く
つ
か
の
項
目
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
る
。
原
史
料
の
日
付
の
解
読
の
た
め
の
手
引
き

で
あ
る
。
第
七
－
一
〇
章
は
文
化
史
の
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
書
誌
学
的
に
道
案

内
を
試
み
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
現
代
に
お
け

る
研
究
水
準
が
示
さ
れ
て
い
る
。
各
章
の
末
尾
に

は
参
考
文
献
が
詳
し
く
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
大
変

便
利
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
、
古
文
書
学
、
古
銭
学
、

系
譜
学
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
統
計
学
、
年
代
学
な
ど

に
つ
い
て
専
門
家
た
る
こ
と
は
歴
史
研
究
者
に
は

困
難
で
あ
り
、
ま
た
日
本
に
お
け
る
西
洋
史
研
究

者
た
る
我
々
は
必
ず
し
も
こ
れ
ら
の
専
門
家
た
る

必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
補
助
科

学
が
中
世
史
研
究
に
提
供
す
る
成
果
を
正
し
く
理

　
，

解
・
摂
取
す
る
た
め
に
も
、
そ
れ
ら
の
方
法
論
を

一
応
知
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で

本
書
は
西
洋
中
世
史
研
究
者
に
と
っ
て
有
益
で
あ

り
、
ま
た
補
助
科
学
の
範
囲
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

ま
で
広
げ
た
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
ア
メ
リ
カ

的
歴
史
学
研
究
入
門
書
と
し
て
も
、
一
読
に
値
す

る
と
思
わ
れ
る
。

（
三
八
九
頁
　
一
九
七
六
年
累
①
ぞ
鴫
。
鱒
・
ω
嘱
話
。
ロ
器

　
d
三
く
。
二
一
芝
℃
器
。
。
ω
）

　
　
　
（
井
上
浩
一
　
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
助
手
）

リ
モ
ジ
ョ
ン
・
ド
・
サ
ン
ロ
デ
ィ
デ
ィ
三
陸

有
田
忠
郎
訳

『
沈
黙
の
書
・

勝
利
』

ヘ
ル
メ
ス
学
の

　
「
象
徴
と
は
…
…
暗
黙
の
書
法
体
系
な
の
で
あ

る
。
文
字
を
知
ら
ぬ
人
間
に
と
っ
て
一
切
の
書
物

は
沈
黙
し
て
い
る
。
…
…
し
た
が
っ
て
『
沈
黙
の

書
』
と
い
え
ど
も
一
般
の
書
物
と
同
じ
で
、
解
読

の
鍵
さ
え
あ
れ
ば
き
れ
い
に
読
み
解
く
こ
と
が
で

き
る
：
・
…
。
』

　
一
六
七
七
年
、
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
で
出
版
さ
れ
た

十
五
葉
の
図
版
の
み
か
ら
な
る
『
沈
黙
の
書
』

孚
§
w
竃
ト
き
ミ
（
黙
想
不
詳
）
を
書
物
と
よ
び
う
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介摺

る
理
由
を
、
マ
ゴ
フ
ォ
ン
は
右
の
よ
う
に
説
明
し

て
い
る
。
し
ば
し
ば
神
話
的
で
寓
意
的
な
ヘ
ル
メ

ス
哲
学
一
錬
金
術
の
語
法
に
は
文
字
以
上
に
図
像

が
適
し
て
い
る
。
自
然
の
内
部
に
匿
さ
れ
た
火
を

動
因
と
す
る
自
然
界
の
溶
解
－
昇
華
－
凝
固
が
、

そ
れ
を
な
ぞ
っ
て
行
な
わ
れ
る
術
師
の
レ
ト
ル
ト

中
で
の
金
属
変
成
と
重
ね
あ
わ
せ
て
寓
意
図
で
表

現
さ
れ
る
の
は
ヘ
ル
メ
ス
哲
学
の
常
套
で
あ
る
。

「
錬
金
術
の
役
割
が
単
な
る
金
属
変
成
に
限
ら
れ

る
な
ら
ば
…
…
哲
学
的
意
味
で
も
き
わ
め
て
凡

庸
」
で
あ
る
。
『
ヘ
ル
メ
ス
学
の
勝
利
』
卜
馬

譜
ご
ミ
特
ぎ
｝
ミ
さ
轟
轟
§
馬
の
著
者
リ
モ
ジ
ョ
ソ
・

ド
・
サ
ソ
髄
デ
ィ
デ
ィ
エ
は
、
術
師
に
は
「
大
地

の
中
心
で
鉱
物
や
金
属
の
生
成
に
関
し
て
、
ま
た

地
上
で
植
物
や
動
物
の
繁
殖
に
関
し
て
自
然
が
及

ぼ
す
作
用
を
知
悉
」
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
。
わ
ず
か
一
五
枚
の
図
に
、
そ
れ
だ
け
の
も

の
が
記
号
化
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
読
み

方
は
ひ
と
と
お
り
で
は
あ
り
え
な
い
。

　
語
彙
の
体
系
で
あ
る
錬
金
術
は
、
ま
た
事
に
当

た
る
も
の
に
と
っ
て
は
読
み
方
の
迷
宮
で
あ
る
。

彼
ら
の
努
力
は
「
読
み
解
く
」
こ
と
に
集
中
さ
れ

る
。
幾
種
類
も
の
読
み
方
が
生
産
さ
れ
、
ま
た
読

み
方
の
読
み
方
が
際
限
な
く
う
み
だ
さ
れ
る
。

　
『
ヘ
ル
メ
ス
学
の
勝
利
』
も
ま
た
、
サ
ン
既
デ

ィ
デ
ィ
エ
が
、
　
一
六
〇
四
年
に
ラ
イ
プ
チ
ヒ
で
出

版
さ
れ
た
作
者
不
詳
の
論
考
『
騎
士
た
ち
の
古
い

戦
い
』
に
施
し
た
注
釈
で
あ
る
。
刊
行
年
は
本
書

の
ど
こ
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ユ
ジ
ェ
ー

ヌ
・
カ
ソ
ス
リ
エ
の
「
序
文
」
に
よ
っ
て
、
一
六

八
六
年
か
ら
八
九
年
の
問
に
そ
れ
が
書
か
れ
た
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
『
騎
士
た
ち
の
古
い

戦
い
』
は
、
対
話
体
の
形
式
を
と
っ
て
、
黄
金
・

水
銀
と
賢
者
の
石
と
の
口
論
を
通
じ
、
　
「
哲
学
者

の
黄
金
と
賢
者
の
水
銀
」
を
胎
内
に
か
か
え
る
賢

者
の
石
の
卑
俗
の
金
・
水
銀
に
対
す
る
優
越
を
説

い
た
も
の
で
あ
る
。
サ
ン
且
デ
ィ
デ
ィ
エ
の
注
釈

も
同
じ
よ
う
に
師
弟
間
の
対
話
の
形
を
と
っ
て
い

る
。
冒
頭
「
あ
な
た
は
い
ろ
い
ろ
な
著
作
家
の
書

物
を
読
む
よ
う
に
い
っ
て
」
く
れ
た
と
い
う
弟
子

に
、
師
は
あ
ら
た
め
て
「
君
は
ど
ん
な
書
物
を
読

ん
だ
か
」
と
問
い
な
お
す
。
そ
れ
に
答
え
て
弟
子

は
、
ヘ
ル
メ
ス
・
ト
リ
ス
鼻
許
ス
ト
ス
の
「
エ
メ

ラ
ル
ド
板
」
に
は
じ
ま
り
、
フ
ィ
ラ
レ
テ
ス
に
い

た
る
書
物
と
国
学
者
の
長
大
な
リ
ス
ト
を
示
す
。

読
書
の
重
要
性
は
対
話
を
通
じ
て
師
弟
間
で
く
り

返
さ
れ
る
が
、
そ
の
と
き
彼
ら
が
、
　
「
私
は
た
く

さ
ん
の
本
を
読
み
…
…
化
学
の
実
験
に
精
を
出
し

も
し
ま
し
た
」
、
「
書
物
を
読
み
実
験
す
る
」
、
「
早

老
た
ち
の
書
を
慎
重
に
読
む
こ
と
、
仕
事
は
正
確

に
や
る
こ
と
」
　
（
こ
の
「
仕
事
」
は
「
実
験
」
と

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
）
と
い
う
よ
う
に
、
読
書
1

実
験
と
い
う
順
序
を
定
式
化
し
て
い
る
こ
と
は
注

目
に
値
す
る
。
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
！
＜
3
、
昌
。

ω
げ
¢
B
躊
醇
が
．
§
恥
O
ミ
ミ
妹
Q
＆
§
鷺
§

幹
回
肉
§
ミ
駿
§
§
．
H
O
鵡
で
イ
タ
リ
ア
の
自
然

魔
術
師
ボ
ル
タ
を
と
り
あ
げ
、
彼
が
「
時
に
実
験

を
行
な
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
全
体
と
し
て
後
向

き
で
あ
っ
た
」
と
、
　
「
実
験
」
が
「
後
向
き
」
と

背
馳
す
る
か
の
よ
う
に
い
う
誤
り
に
、
わ
れ
わ
れ

を
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ボ
ル
タ
自

身
も
「
先
人
の
い
う
こ
と
に
耳
を
か
た
む
け
」
実

験
し
て
み
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
ヘ
ル

メ
ス
哲
学
に
お
い
て
実
験
は
書
物
を
読
み
解
く
た

め
の
技
術
に
他
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
こ
で
は
本

来
実
験
は
後
向
き
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
錬
金
術
師
の
時
間
意
識
、
歴
史

意
識
と
か
か
わ
っ
て
い
る
。
死
と
再
生
の
始
源
的

な
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
と
合
致
す
る
錬
金
術
の
作
業
に

お
い
て
は
、
時
間
が
循
環
的
、
回
帰
的
に
と
ら
え

ら
れ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
を
サ
ン
且

デ
ィ
デ
ィ
エ
は
農
耕
に
お
け
る
四
季
と
対
応
さ
せ

て
い
る
。
錬
金
術
師
に
と
っ
て
未
来
と
製
表
は
同

一
で
あ
る
。
一
方
、
も
う
一
つ
の
時
問
、
不
可
逆

的
な
悠
久
の
時
の
流
れ
を
考
え
た
場
合
、
錬
金
術

師
の
し
ご
と
は
、
数
千
年
の
自
然
の
営
み
を
、
強

引
に
実
験
室
内
で
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
錬
金

術
師
に
と
っ
て
の
未
来
は
、
炉
に
火
が
燃
え
つ
づ
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け
る
た
か
だ
か
数
週
間
の
未
来
で
し
か
な
い
。
い

ず
れ
に
し
て
も
錬
金
術
に
と
っ
て
そ
れ
以
上
の
未

来
は
空
漠
と
し
て
い
る
。
近
代
科
学
と
錬
金
術
と

の
相
違
は
、
継
続
的
な
研
究
に
よ
っ
て
世
界
の
す

べ
て
の
事
象
を
「
六
冊
の
書
物
」
に
記
録
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
た
楽
天
的
な
フ
ラ
ン
シ
ス
・

ベ
イ
コ
ン
と
、
す
で
に
書
か
れ
て
い
る
は
ず
の
真

理
を
読
み
解
こ
う
と
し
た
術
師
の
歴
史
観
の
差
異

で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
（
四
六
戦
　
二
四
〇
頁
　
一
九
七
七
年
九
月

　
　
　
　
白
水
社
ヘ
ル
メ
ス
叢
書
3
　
一
一
三
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
（
川
島
昭
夫
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

『
史
林
総
目
録
』
発
刊
の
お
知
ら
せ

　
『
史
林
』
六
〇
巻
記
念
事
業
と
し
て
編
集
を
進

め
て
お
り
ま
し
た
総
目
録
（
六
〇
巻
記
念
特
別
号
）

を
、
昨
年
末
に
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

『
史
林
』
第
一
巻
～
第
六
〇
巻
の
総
鼠
録
で
、
巻

末
に
は
筆
者
名
索
引
も
つ
い
て
お
り
、
た
い
そ
う

便
利
か
と
存
じ
ま
す
。
定
価
は
一
〇
〇
〇
円
（
送

料
六
〇
円
）
で
す
。
会
員
以
外
で
総
痛
録
を
ご
入

用
の
方
は
、
残
部
僅
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

一
〇
六
〇
円
（
定
価
と
送
料
）
を
添
え
て
、
な
る

べ
く
屋
－
く
山
売
都
大
一
宇
文
学
部
内
、
　
史
轡
ず
研
一
究
ム
筑
あ

て
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◇
送
先

史
学
撰
究
会

〒
六
〇
六
　
　
口
恥
都
二
天
左
山
尽
区
士
四
田
本
町

　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

『
史
林
』
投
稿
規
定

　
本
誌
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ
な
ど

　
○
研
究
論
文
・
研
究
ノ
…
ト

　
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
程
度

　
　
研
究
論
文
に
は
四
〇
〇
字
以
内
の
「
要
約
」

　
　
と
、
　
「
英
文
要
約
」
を
添
付
の
こ
と
（
研
究

　
　
ノ
ー
ト
に
は
両
方
と
も
不
用
）

　
　
註
は
原
則
と
し
て
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と

　
○
学
会
動
向
・
批
判
と
反
省

　
　
四
〇
〇
字
詰
三
〇
枚
以
内

　
○
書
評
　
四
〇
〇
字
詰
二
〇
枚
以
内

　
○
紹
介
　
四
〇
〇
字
詰
三
枚
程
度

◇
送
先
　
史
林
編
集
委
員
会

　
　
　
　
〒
六
〇
六
　
　
山
景
都
繭
巾
左
轟
尿
吉
士
口
m
糊
太
一
町

　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

編
　
集
　
後
　
記

　
寒
さ
き
び
し
き
今
日
こ
の
頃
、
会
員
の
皆
様
に

は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
　
『
史
林
』
六
一
巻
二
号
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
本
号
も
力
作

を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
年
度
末
、
御

多
忙
と
は
存
じ
ま
す
が
、
御
検
討
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
末
に
刊
行
い
た
し
ま
し
た
『
史
林
総
目

録
』
御
一
読
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
委

員
一
同
の
苦
心
の
作
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も

座
右
に
お
備
え
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
な
お
『
総

臼
録
』
に
つ
き
ま
し
て
、
お
気
付
き
の
点
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
編
集
委
員
会
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
良
）

一
犠
M
篁
嬰
語
翻
定
価
七
五
〇
円

　
｛
又
　
　
　
　
林
　
　
　
（
第
六
一
巻
第
一
一
婦
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
駅
都
大
学
文
学
部

発
行
入
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
稗
京
都
五
｝
五
五
番

　
　
　
　
　
理
事
長
　
佐
　
　
藤
　
　
　
長

　
　
　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

印
溺
所
　
　
中
村
印
刷
株
式
会
社

（330） 156


